
宇都宮市立清原東小学校第６学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【国語】

本校 県 国

66.8 68.2 65.6

78.9 81.1 77.9

57.9 68.2 66.2

38.2 48.9 48.5

57.9 67.9 66.6

68.9 72.5 70.5

53.0 63.2 62.0

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

　Ｃ　読むこと

平均正答率は，市や国の平均より低い。
◯登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を
もとに読み取ることができている。
●表現の効果について考える設問では，全国平均
から１５ポイントの差がある。

　Ｂ　書くこと

平均正答率は，市や国の平均より低い。
●文章の構成を考えたり，条件に合わせて書いた
りすることに課題が見られる。
●条件に合わせて書くという設問では，無回答率
が２３．７％と全体のおよそ４分の１となっている。

本年度
分類 区分

 思考・判断・表現

 Ａ　話すこと・聞くこと

知識・技能

Ｃ　読むこと

・説明文や物語文を読む機会を意図的に取り入れ,短い時間で
読んで内容を理解するスキルを身に付けさせていく。

（１）言語の特徴や
　　　使い方に関する事項

平均正答率は，市や国の平均とほぼ同程度であ
る。
◯話し言葉と書き言葉との違いを理解することはで
きている。
●漢字を文章の中で置き換える問題に課題が見ら
れる。

・日常生活の中で，習った漢字を意識的に使っていくことを指導
する。
・漢字を使って書く良さをを理解させ，必要感を持たせる。

　Ａ　話すこと・聞くこと

平均正答率は，市や国の平均より低い。
●互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話
し合い，自分の考えをまとめるところでは，様々な
条件に合わせて書くことが苦手で得点に結びつか
なかったと考えられる。

・ペア学習やグループ学習を設定し，自分の考えを相手に伝え
る時間を確保する。

・内容を整理しながら決められた文字数で書くなど,条件に合わ
せて書く活動に慣れさせる。
・朝の学習の時間や,国語の「書くこと」の学習の時間を中心に,
自分の考えを明確にし,それを文章に表現する機会を多く設け
る。

（３）我が国の言語文化に
　　　関する事項

平均正答率は，市や国の平均とほぼ同程度であ
る。
○文字を行の中心に書くことは理解できている。

・書写の授業やお礼の手紙を書く際に，引き続き指導していく。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

Ｂ　書くこと

  （３）　我が国の言語文化に関する事項

 （２）　情報の扱い方に関する事項
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宇都宮市立清原東小学校第６学年【算数】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【算数】

本校 市 国

67.5 69.5 69.8

53.9 65.4 64.0

48.7 49.3 51.3

68.4 68.0 68.7

62.6 67.3 68.2

54.1 57.3 56.7

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

平均正答率は市や国の平均よりやや低い。
○被乗数に空位のある整数の計算をすることがで
きている。
〇示された場面を解釈し，除数で求めることができ
る理由を記述することができる。
●二つの数の最小公倍数を求める問題では，正答
率が６０％程度で倍数の理解に課題が見られる。
●示された場面において，目的に合った数の処理
の仕方を考察する問題では，正答率が２６％程度で
課題が見られる。

・数直線を用いることで公倍数の規則性についてつかめ
るようにしたり，タイルを敷き詰める問題のように日常生
活の場面の中に公倍数を取り入れた学習を行ったりする
ことで，視覚的に分かりやすくなるようにする。
・正確に答えを求める前に概算を行って見積りをする場
面を増やすこことで，積や商がおよそいくつくらいになる
のかを掴めるようにする。
・AIドリルなどを活用して、自分にあった課題の学習を進
めていく。

　Ｄ　データの活用

平均正答率は市や国の平均よりやや高い。
〇表の意味を理解し，全体と部分の関係に着目し
て，ある項目に当たる数を求める問題では，正答率
が７９％程度で，県や国を上回っている。
〇分類整理されたデータを基に，目的に応じてデー
タの特徴を捉え考察する問題では，正答率が６８％
程度であり，県や国を上回っている。
●目的に応じて円グラフを選択し，必要な情報を読
み取る問題では，正答率が５８％程度であり，課題
が見られる。

・グラフを見て数字を読み取るだけではなく，項目につい
ても説明したり記述したりする指導を取り入れていく。
・他教科の学習でも，統計的な問題解決活動の機会に算
数科の学びを生かしていく。その際，特に割合の大きい
特徴的なものは何かを掴めるようにする。

分類 区分
本年度

Ａ　数と計算

B　図形

Ｃ　測定

Ｃ　変化と関係
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域

Ｄ　データの活用

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度

観
点

今後の指導の重点

　Ｃ　変化と関係

平均正答率は市や国の平均よりやや低い。
〇伴って変わる二つの数量が比例の関係にあるこ
とを用いて，未知の数量の求め方と答えを記述する
問題では，正答率が５０％で，県や国を上回ってい
る。
●百分率で示された割合を分数で表す問題では，
正答率が６０％程度であり，課題が見られる。

・割合の学習では，同じ数値を割合，百分率，歩合，分数
といった複数の表し方で表せるようにする。その際，数直
線に表すことで，表し方が異なっていても等しい大きさで
あることを掴めるようにする。

　Ｂ　図形

平均正答率は市や国の平均より低い。
●角の大きさに着目し，正三角形の構成の仕方に
ついて考察し，記述する問題では，正答率が４５％
程度であり，課題が見られる。
●示された図形の手順を基に，図形を構成する要
素に着目し，平行四辺形であることを判断する問題
では，正答率が４７％程度であり課題が見られる。

・公式を使って面積を求めるだけでなく，式や言葉で面積
の求め方を説明できるように指導していく。
・作図や角度を測定する学習を繰り返し行うことで，図形
の構成要素についての理解が深められるようにする。ま
た，プログラミング学習では，様々な形の三角形や四角
形を作図させることで，それぞれの図形の構成要素への
理解を深められるようにする。

分類・区分 本年度の状況
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宇都宮市立清原東小学校第６学年【理科】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【理科】

本校 市 国

53.3 51.7 51.6

64.2 63.5 60.4

74.2 76.8 75.0

64.2 66.1 64.6

68.0 65.9 62.5

62.2 64.6 63.7

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

　「地球」を
　柱とする領域

平均正答率は市や国の平均よりやや低い。
〇季節や時間による天気や気温の変化を基に考え
る問題では，すべて国や県の正答率を上回ってい
る。
●実験や観察の結果を分析して考える問題では，
国や県の正答率も43～45％と低かったが本校では
31％程度とさらに下回っている。

・生活体験と学習とを結びつけて考えたり，実験や観察の
結果が何を示しているのか考える視点を養うことが必要
である。単元の導入の「はじめに考えてみよう」，単元末
の「もう一度考えてみよう」の学習を意図的に取り上げ，
考察する力の向上を図っていく。

　「粒子」を
　柱とする領域

平均正答率は市や国の平均よりやや高い。
○メスシリンダーの名称を答えたり，水の量の読み
取り方や加える水の量を選んだりする問題では，正
答率が76～78％程度で国や県の割合を上回ってい
る。
●凍った水溶液について，試してみたいことを基に
考える問題では，正答率は39％と低くなっている。

・実験器具の名称や扱い方の基礎的な力は，定着してき
ているといえる。授業の中で繰り返し触れさせていくこと
で，さらに力を向上させていく。

　「生命」を
　柱とする領域

平均正答率は市や国の平均よりやや低い。
〇観察の視点を意識しながら記録を読む問題で
は，正答率94％程度と高い割合になっている。ま
た，昆虫のからだのつくりの特徴を踏まえて答える
問題でも，81％程度と国や県の割合を上回ってい
る。
●提示された情報を複数の視点で分析する問題で
は，国や県の割合をやや下回っている。

・ワークシート集を活用し，実験や観察の結果を文字や図
だけでなく，表やグラフにまとめる活動を計画的に行い，
まとめる力，読み取る力の向上を図っていく。
・二次元の表の読みとり方については，算数の学習と合
わせて指導していく。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

　「エネルギー」を
　柱とする領域

平均正答率は市や国の平均よりやや高い。
〇実験の結果から問題の解決に有効な記録を選ん
だり，実験の方法を見直し，新たに追加した手順を
書いたりする問題では，76～79％の正答率で国や
県の割合を上回っている。
●問題に対するまとめから，その根拠を実験の結
果を基にして書く問題では，正答率が34％程度だっ
た。国や県の正答率も同程度だったが，無解答率
が13％と高くなっている。

・授業の中で，「予想→結果→考察→まとめ」の手順を繰
り返し丁寧に扱い，どのような事柄・現象が「根拠」と言え
るのかについて，考える力の向上を図っていく。

観
点

 知識・技能

 思考・判断・表現

 主体的に学習に取り組む態度
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宇都宮市立清原東小学校 第６学年 児童質問紙

★傾向と今後の指導上の工夫 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

宇都宮市立清原東小学校（第６学年）
学力向上に向けた学校全体での取組

★学校全体で，重点を置いて取り組んでいること

★学校全体で，今後新たに重点を置いて取り組むこと
調査結果等に見られた課題 重点的な取組 取組の具体的な内容

・家庭学習の習慣化に向けた指導の工
夫
・国語と理科に対する苦手意識。

・一人一台端末を活用した
個人の実態に応じた学習
の工夫。
・振り返り活動を充実させ，
自らの課題を捉えらえるよ
うにする。

・AIドリルを活用して自らの課題に重点的に取り組
む。
・デジタル教材を活用して視覚的に分かりやすい授
業を工夫したり，協働的な学習活動ができるように
したりする。
・振り返り活動で自らの課題を明らかにして自主学
習や間違えた問題の克服に生かす。

〇「将来の夢や希望を持っていますか」という質問では,肯定的割合は９３％で県や国の平均より10ポイント以上高い。本
校の特色であるキャリア教育の成果が表れていると考えられる。
〇「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか」という質問では，１００％の児童が肯定的回答をしてい
る。また，「困りごとや不安があるときに,先生や学校にいる大人に相談できますか」という質問では，７５．６％の児童が肯
定的回答をしており県や国の平均よりやや高い。「いじめゼロ強調月間」での取組をはじめとした各種取組が成果を出して
いると考えられる。
〇「学校で，学級の友達と意見を交換する場面で，PC/タブレットなどのICT機器を，どの程度使っていますか」という質問
では，「ほぼ毎日」，「週３回以上」，「週１回以上」と答えた児童の割合が５９％程度で県や国の割合より１０ポイント以上高
い。また，「学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか」という質問では，９８％程度
の児童が肯定的回答をしており，県や国の平均よりやや高く，学校全体でICTの活用に力を入れてきた成果が表れている
と考えられる。
〇「算数の勉強は好きですか」という質問では，８１％の児童が肯定的回答をしており，県や国の平均より高い。また，「算
数の勉強は大切だと思いますか」，「算数の授業の内容はよく分かりますか」，「算数の授業で学習したことは，将来，社会
に出たときに役に立つと思いますか」，「算数の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考えますか」，
「算数の授業で公式やきまりをならうとき，そのわけを理解するようにしていますか」といった質問でも，肯定的割合が県や
国と同程度かやや高い。

●「毎日同じくらいの時刻に寝ていますか」という質問では，７５．６％の児童が肯定的回答をしており，県や国の平均より
低い。また，「毎日同じくらいの時刻に起きていますか」という質問では，８５．３％の児童が肯定的回答をしているが，県や
国の平均より低い。規則正しい生活ができていない児童が２割程度いることが分かる。
●「普段，１日当たりどれくらいの時間，ゲームをしますか。」という質問では，５８．６％の児童が２時間以上と答えている。
また，「普段，１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンでSNSや動画視聴をしていますか。」という質問で
は，４６．３％の児童が２時間以上と答えており，どちらの項目でも国や県の回答を大きく上回っている。ゲームや携帯電
話，スマートフォンに依存している児童が多いことがうかがえる。
●平日に一時間以上学習する児童の割合は，５９％程度で国の平均と同程度であるが，土日に一時間以上学習する児童
の割合は，県や国の平均より低い。
●「国語の勉強は好きですか」という質問では，５６．１％の児童が肯定的回答をしており，国の平均よりやや低い。また，
「国語の授業の内容はよく分かりますか」という質問では，７５．６％の児童が肯定的回答をしており，県や国の平均より低
い。国語の授業への苦手意識があることが分かる。
●「理科の勉強は好きですか」という質問では，７０．７％の児童が肯定的回答をしており，国の平均よりやや低い。また，
「理科の授業の内容はよく分かりますか」という質問では，８５．３％の児童が肯定的回答をしており，国の平均よりやや低
い。理科の授業への苦手意識があることが分かる。

重点的な取組 取組の具体的な内容 取組に関わる調査結果

・ＩＣＴを活用して児童が主
体的，対話的に学習に取り
組む授業の工夫（相手に
伝わるように表現する力を
育む）

・学習過程での情報収集，整理分析，情
報共有，表現するといった学習場面に応
じたＩＣＴ活用の工夫。
・一人一台端末を活用した協働学習での
対話的な学び合い。
・6月と11月と２月に「家庭学習強化週間」
を実施し，「家庭学習カード」に学習時間
を記入したり，学習内容を記入したりする
ほか，保護者の励ましや助言などを書い
てもらったりして提出するよう指導する。

「学校で，学級の友達と意見を交換する場面で，
PC/タブレットなどのICT機器を，どの程度使ってい
ますか」という質問では，「ほぼ毎日」，「週３回以
上」，「週１回以上」と答えた児童の割合が５９％程
度で県や国の割合より１０ポイント以上高い。また，
「学習の中でPC・タブレットなどのICT機器を使うの
は勉強の役に立つと思いますか」という質問では，
９８％程度の児童が肯定的回答をしている。


